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「
鍵
」
に
お
け
る
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム

i
性
の
具
現
化
を
中
心
に
一

吉
　
美
顯

　
は
じ
め
に

　
昭
和
期
に
お
け
る
谷
崎
に
は
、
日
本
回
帰
を
試
み
な
が
ら
、
性
を
通
し
た
美
の
世
界
、

つ
ま
り
女
性
美
か
ら
美
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
初
期
や
大
正
期
の

谷
崎
の
作
品
に
は
、
あ
ま
り
具
体
的
な
性
的
描
写
は
見
つ
か
ら
な
い
が
、
「
鍵
」
（
「
中

央
公
論
」
一
九
五
六
・
一
〉
に
は
そ
の
傾
向
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
作
品

は
現
代
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
小
説
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
一
。
「
鍵
」

の
中
に
は
初
期
と
同
じ
「
強
者
」
と
し
て
の
勝
利
が
見
え
る
が
、
性
的
な
勝
利
と
い
う

点
が
初
期
と
は
異
な
る
。
「
鍵
」
は
「
過
酸
化
マ
ン
ガ
ン
水
の
夢
」
に
つ
づ
く
も
の
で
あ

り
、
更
に
老
人
の
性
を
扱
っ
た
作
品
と
し
て
有
名
な
「
癒
癩
老
人
日
記
」
（
「
中
央
公
論
」

一
九
六
一
・
十
一
i
一
九
六
〉
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
谷
崎
が
中
年
の
性
を
ど
の
よ

う
に
描
写
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
「
鍵
」
と
い
う
作
品
を
通
し
て
検
討
し
て
み
る
。

一
　
「
谷
崎
の
晩
年
の
『
鍵
』
が
も
う
少
し
の
と
こ
ろ
で
現
代
日
本
文
学
を
代
表
す
る
傑
作

と
な
り
え
た
の
は
、
そ
れ
が
「
愛
経
の
完
成
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
で
な
く
て
、
こ

の
物
語
が
明
治
大
正
以
來
日
本
人
が
希
求
し
な
が
ら
も
果
た
せ
な
か
っ
た
近
代
的
市
民
の

ス
テ
イ
タ
ス
に
は
じ
め
て
到
達
し
た
人
々
が
展
開
す
る
、
真
に
現
代
的
な
意
味
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
森
常
治
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

性
〈
鍵
〉
」
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
谷
崎
潤
一
郎
耽
美
の
構
図
」
（
至
文
堂
、
一
九
七
六
・
十
）

一
四
五
頁
。

一
　
日
記
に
よ
る
性
生
活
の
形
成

　
「
鍵
」
は
日
記
形
式
の
作
品
で
、
作
品
中
の
大
学
教
授
が
死
亡
し
た
の
ち
も
、
そ
の

日
記
は
郁
子
に
よ
っ
て
引
き
続
き
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
日
記
で
は
、
精
神
的
な
も
の
よ

り
、
肉
体
的
な
も
の
が
大
事
に
さ
れ
、
初
期
や
中
期
と
同
じ
く
肉
体
的
な
女
性
美
が
重

要
視
さ
れ
て
い
る
。

　
教
授
（
僕
〉
は
五
六
才
で
、
性
的
な
機
能
は
衰
え
て
い
る
が
、
彼
は
閨
房
の
こ
と
ば
か

り
を
考
え
て
い
る
。
「
僕
」
と
郁
子
の
夫
婦
関
係
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
。
「
僕
」
も
郁
子

が
自
分
を
愛
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
、
郁
子
も
夫
の
眼
鏡
を
外
し
た
顔
を
み
れ
ば
、

嫌
悪
感
す
ら
感
じ
る
。
さ
ら
に
、
性
も
合
わ
な
い
。
二
人
は
性
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
話
さ
な
い
が
、
日
記
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、
性
生
活
が
展
開
し

て
い
く
。
つ
ま
り
、
日
記
が
夫
婦
の
性
の
媒
介
の
役
割
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
夫
の
日
記
は
二
月
デ
目
。
…
…
…
僕
ハ
今
年
カ
ラ
、
今
日
マ
デ
日
記
二
記
ス
コ
ト

ヲ
躊
躇
ジ
テ
イ
タ
ヤ
ゥ
ナ
事
柄
ヲ
モ
書
キ
留
メ
ル
「
ニ
シ
ダ
」
と
始
ま
る
。
夫
婦
は
た

が
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
日
記
が
盗
み
読
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
た
だ
あ
く
ま
で
気
づ
か

な
い
ふ
り
を
し
て
い
る
。
二
人
は
続
け
て
日
記
を
書
き
な
が
ら
、
「
二
重
の
だ
ま
し
あ
い

の
構
造
」
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
夫
婦
が
た
が
い
に
相
手
の
日
記
を
読
ん
で
い

る
と
い
う
根
拠
は
、
夫
が
鍵
を
落
し
た
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
。
妻
が
書
斎
に
掃
除
を

し
に
入
っ
た
と
き
に
、
珍
し
い
こ
と
に
出
会
う
。
「
水
仙
の
活
け
て
あ
る
一
輪
挿
し
の
載

っ
て
い
る
書
棚
の
前
に
鍵
」
が
落
ち
て
い
た
の
で
あ
る
。
妻
は
、
夫
の
几
帳
面
な
性
格

を
知
っ
て
い
た
の
で
、
落
と
す
は
ず
が
な
い
と
考
え
な
が
ら
、
夫
の
意
図
は
「
私
に
日

記
を
読
ま
せ
る
」
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
。
さ
ら
に
、
「
お
前
が
内
証
で

読
む
こ
と
を
僕
も
今
日
か
ら
内
証
で
認
め
る
、
認
め
て
認
め
な
い
ふ
り
を
し
て
い
て
や

る
」
と
夫
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

　
郁
子
の
日
記
に
は
夫
が
性
的
に
「
物
足
り
な
か
っ
た
」
こ
と
が
書
か
れ
、
夫
が
郁
子
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の
性
に
つ
い
て
「
病
的
に
強
い
け
れ
ど
も
」
、
や
り
方
が
「
「
事
務
的
」
」
で
あ
り
、
「
「
あ

り
き
た
り
」
」
で
、
「
変
化
が
な
い
」
と
正
直
に
書
く
。
郁
子
の
消
極
的
な
性
の
態
度
に

つ
い
て
僕
は
責
め
る
が
、
郁
子
は
、
男
に
対
し
て
「
自
分
の
方
か
ら
能
動
的
に
働
き
か

け
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
「
昔
気
質
の
親
た
ち
か
ら
し
つ
け
ら
れ
て
来
た
」
と
い
う
。

僕
は
、
性
の
刺
激
剤
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
、
妻
の
相
手
と
し
て
木
村
を
投
入
す
る
。

僕
は
木
村
に
感
じ
る
嫉
妬
心
に
よ
る
快
楽
を
求
め
、
こ
れ
が
ま
た
、
妻
を
も
喜
ば
せ
る
二
。

結
局
、
僕
は
彼
女
の
「
淫
乱
ヲ
征
服
出
來
ル
」
こ
と
に
な
る
。
習
慣
的
に
マ
ン
ネ
リ
ズ

ム
と
な
っ
た
夫
婦
関
係
に
、
第
三
者
（
木
村
）
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
夫
婦
の
性

生
活
が
成
功
す
る
。
第
三
者
の
登
場
に
よ
る
緊
張
感
は
、
僕
と
郁
子
が
互
い
に
見
せ
合

っ
て
い
る
日
記
に
よ
っ
て
人
為
的
に
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
二
人
の
性
の
関
係
に
鍵
の
発
見
と
木
村
の
登
場
と
い
う
要
素
が
加
わ
り
、

二
人
の
性
は
満
足
さ
れ
て
い
く
。
夫
が
日
記
の
中
で
木
村
に
対
し
て
「
気
が
狂
フ
ホ
ド

嫉
妬
」
す
る
の
を
望
み
、
ま
た
木
村
と
妻
が
姦
通
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
書

き
し
る
す
と
、
妻
は
そ
れ
に
応
じ
て
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
飲
み
す
ぎ
て
風
呂
場
で
気
絶
す

る
な
ど
、
夫
の
日
記
に
書
か
れ
た
シ
ナ
リ
オ
を
忠
実
に
辿
っ
て
い
く
。
あ
る
同
、
妻
は

木
村
の
家
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
痛
飲
す
る
。
夫
は
妻
が
泥
酔
し
た
理
由
を
追
及
し
な
い
。

」
教
授
は
刺
激
を
覚
え
、
裸
で
た
お
れ
て
い
た
妻
を
見
て
興
奮
し
、
妻
と
木
村
の
間
に
行

わ
れ
た
こ
と
を
想
像
し
て
快
楽
を
感
じ
る
三
。
夫
は
「
第
四
次
元
ノ
世
界
二
突
入
シ
タ

二
　
「
僕
ハ
ソ
ノ
嫉
妬
ヲ
密
カ
ニ
享
樂
シ
ツ
ツ
ア
ツ
タ
！
（
中
略
）
一
元
來
僕
ハ
嫉
妬
ヲ
感

ジ
ル
ト
ア
ノ
方
ノ
衝
動
が
妬
ヲ
利
用
シ
テ
妻
ヲ
喜
パ
ス
コ
・
二
、
成
功
シ
タ
。
僕
ハ
今

後
、
我
々
夫
婦
ノ
性
生
活
ヲ
満
足
二
続
ケ
テ
行
ク
タ
メ
ニ
ハ
、
木
村
ト
云
フ
刺
激
剤
ノ

存
在
が
欠
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
「
ヲ
知
ル
ニ
至
ツ
タ
。
」

三
。
「
昨
夜
ノ
突
然
ノ
事
件
ハ
何
ヲ
意
味
ス
ル
カ
、
ソ
レ
ヲ
考
ヘ
ル
・
ハ
恐
怖
二
似
タ
楽
シ

サ
デ
ア
ツ
タ
。
僕
ハ
マ
ダ
木
村
カ
ラ
モ
、
何
ノ
説
明
モ
聞
イ
テ
イ
ナ
イ
。
1
（
中
略
）
一
自
分

デ
勝
手
二
、
コ
レ
バ
カ
ウ
云
フ
訳
ナ
ノ
カ
、
イ
ヤ
サ
ウ
デ
ハ
ナ
ク
テ
カ
ウ
ナ
ノ
カ
ト
、
サ
マ

ザ
マ
ナ
場
合
ヲ
想
像
シ
テ
嫉
妬
や
憤
怒
二
駆
ラ
レ
テ
イ
ル
ト
、
際
限
モ
ナ
ク
旺
盛
ナ
淫
欲
ガ

ト
云
フ
気
ガ
」
し
、
今
ま
で
「
始
メ
テ
生
キ
甲
斐
ヲ
見
出
シ
タ
心
地
」
で
あ
る
と
日
記

に
書
く
。
妻
は
夫
に
つ
い
て
「
不
器
用
な
接
吻
の
仕
方
」
で
あ
る
と
思
い
な
が
ら
、
「
此

の
男
が
私
の
た
め
に
こ
ん
な
に
も
夢
中
に
な
っ
て
い
る
の
を
知
る
と
、
彼
を
気
が
狂
ふ

ほ
ど
喜
悦
さ
せ
て
や
る
こ
と
に
も
興
味
が
持
て
た
」
と
、
自
身
も
「
い
つ
の
間
に
か
そ

の
世
界
へ
入
り
込
ん
で
し
ま
ふ
」
の
を
告
白
し
て
い
る
。

　
二
人
の
性
関
係
が
教
授
の
健
康
に
影
響
を
与
え
、
結
局
、
彼
は
脳
動
脈
硬
化
に
よ
る

脳
溢
血
を
起
こ
す
。
し
か
し
、
教
授
は
体
調
不
良
に
陥
っ
て
も
、
郁
子
と
房
事
を
続
け

る
。
郁
子
は
彼
の
病
状
を
知
り
な
が
ら
も
、
思
わ
ず
木
村
を
「
抱
き
締
め
た
の
と
同
じ

力
で
」
夫
を
強
く
抱
く
。
数
分
間
後
、
夫
は
妻
の
体
の
上
に
崩
れ
落
ち
る
。
結
局
、
教

授
は
入
院
し
、
二
回
ほ
ど
発
作
を
起
し
た
後
、
死
ん
で
し
ま
う
。

　
郁
子
の
日
記
は
、
夫
が
死
ぬ
前
日
で
終
わ
っ
て
い
る
。
教
授
が
死
ぬ
ま
で
は
い
ろ
い

ろ
刺
激
的
な
出
来
事
が
あ
っ
た
が
、
「
彼
の
死
の
結
果
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
先
を
書
き

続
く
興
味
」
が
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
時
期
に
始
ま
っ
た
二
人
の
日
記
に
お
い

て
、
教
授
と
妻
は
「
代
る
』
語
る
と
こ
ろ
を
対
比
し
て
見
」
な
が
ら
、
そ
の
間
に
洩
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
補
っ
て
い
く
。
日
記
に
よ
っ
て
、
二
人
が
い
か
に
「
愛
し

合
ひ
」
、
「
欺
き
合
ひ
」
、
「
陥
れ
合
ひ
」
な
が
ら
、
「
一
方
が
一
方
に
滅
ぼ
さ
れ
る
に
至
っ

た
か
の
い
き
さ
つ
」
が
確
認
さ
れ
る
が
、
教
授
が
死
ん
で
か
ら
は
、
性
の
緊
張
感
や
「
秘

密
主
義
」
が
も
た
ら
す
快
楽
が
消
え
る
た
め
、
日
記
を
書
く
意
味
が
な
く
な
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
二
人
の
「
性
生
活
の
闘
争
」
の
終
焉
を
意
味
す
る
。
郁
子
が
日
記
を
書

く
理
由
は
、
彼
女
が
生
ま
れ
つ
き
淫
乱
で
、
夫
が
「
私
の
旺
盛
な
欲
求
に
十
分
な
満
足

を
与
へ
て
」
く
れ
な
か
っ
た
た
め
、
夫
の
体
力
の
減
退
を
心
配
し
な
が
ら
も
、
コ
層
愛

情
を
募
ら
せ
」
る
た
め
で
あ
っ
た
。
郁
子
は
夫
の
死
後
は
新
し
い
日
記
を
書
く
の
で
は

発
酵
シ
テ
來
ル
。
事
実
ヲ
ハ
ツ
キ
リ
突
キ
止
メ
テ
シ
マ
フ
ト
却
ツ
テ
サ
ウ
云
フ
快
感
が
消
エ

ル
。
」
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な
く
、
前
に
書
い
た
日
記
を
読
み
な
が
ら
、
虚
構
の
世
界
を
書
き
加
え
る
。

二
　
　
「
死
に
至
る
ま
で
」
の
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
と
サ
デ
ィ
ズ
ム

　
谷
崎
の
作
品
に
は
、
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
と
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
要
素
が
頻
出
す
る
四
。
「
鍵
」

に
お
い
て
は
女
性
の
中
に
潜
在
的
に
存
在
し
て
い
る
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
が
、
男
性
に
よ
っ
て

人
為
的
に
呼
び
起
こ
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
作
品
に
は
、
性
的
な
満
足
の
過
度
の
追
求

か
ら
発
生
す
る
神
経
症
の
描
写
も
見
ら
れ
る
。

　
木
村
が
帰
っ
た
後
、
教
授
は
妻
の
ベ
ッ
ド
に
近
よ
り
、
「
フ
ロ
ー
ア
ス
タ
ン
ド
ヲ
静
力

．
二
妻
ノ
寝
台
ノ
側
近
ク
ニ
寄
セ
テ
、
彼
女
ノ
全
身
が
明
ル
イ
光
ノ
中
二
這
入
ル
ヤ
ウ
ナ

位
置
」
に
据
え
た
。
さ
ら
に
書
斎
か
ら
蛍
光
灯
を
持
っ
て
き
て
妻
の
裸
体
を
照
ら
し
、

宿
願
で
あ
っ
た
そ
の
女
体
を
観
察
す
る
五
。
こ
の
日
の
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
た
教
授

は
、
妻
の
全
裸
の
隅
々
ま
で
見
る
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
、
教
授
は
妻
の
体
の
美
し
さ

に
感
嘆
し
、
そ
れ
を
神
格
化
す
る
に
至
る
。

　
教
授
は
妻
の
体
を
観
察
し
な
が
ら
、
「
情
欲
ヲ
掻
キ
立
テ
タ
」
後
だ
っ
た
の
で
、
「
相

当
強
力
二
、
彼
女
ノ
淫
乱
ヲ
征
服
」
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
教
授
は
こ
れ
か
ら
も
頻
繁

に
こ
の
よ
う
な
快
楽
や
征
服
感
を
感
じ
る
た
め
、
彼
女
を
「
悪
酔
ヒ
」
さ
せ
る
つ
も
り

で
あ
っ
た
。

　
妻
が
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
飲
ん
で
、
幻
覚
の
世
界
に
落
ち
る
と
、
教
授
は
そ
れ
を
利
用
し
、

自
分
も
妻
の
体
に
耽
溺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幻
想
の
世
界
に
入
り
込
む
。
こ
の
よ
う

な
教
授
の
行
動
形
態
か
ら
は
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
だ
け
で
は
な
く
、
神
経
症
さ
え
感
じ
ら
れ

る
。
神
経
症
の
人
間
は
「
人
と
は
異
な
る
発
想
や
想
像
力
や
表
現
能
力
」
と
「
病
的
な

性
格
」
六
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
る
。
教
授
は
異
常
な
ま
で
の
想
像
力
と

病
的
な
性
格
を
も
っ
て
以
前
か
ら
計
画
通
り
、
奇
矯
な
行
動
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
官

能
と
神
経
の
興
奮
に
よ
っ
て
、
以
前
よ
り
さ
ら
に
、
激
し
い
情
欲
の
世
界
に
の
め
り
こ

ん
で
い
く
。

　
一
方
、
妻
の
方
は
泥
酔
し
て
い
る
も
の
の
、
意
識
は
失
っ
て
お
ら
ず
狸
寝
入
り
を
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
七
。
彼
女
の
方
も
、
今
ま
で
経
験
し
な
か
っ
た
よ
う
な
強
烈
な
悦

惚
感
を
お
ぼ
え
る
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
突
然
自
分
が
肉
体
的
な
鋭
い
痛
苦
と

悦
楽
と
の
頂
天
に
達
し
て
い
た
こ
と
」
に
気
づ
く
。
こ
の
よ
う
に
女
性
の
中
の
潜
在
的

な
官
能
が
教
育
に
よ
っ
て
呼
び
起
こ
さ
れ
る
場
面
は
初
期
作
品
か
ら
度
々
描
か
れ
る
。

女
性
を
教
育
に
よ
っ
て
「
幻
覚
」
に
至
ら
し
め
る
場
面
は
「
捨
て
ら
れ
る
迄
」
（
「
中
央

公
論
」
一
九
一
四
・
一
）
、
「
白
昼
登
降
」
（
「
東
京
日
日
新
聞
」
一
九
一
八
．
五
．
二
十

一　60　一

四
初
期
作
品

二
節
参
照
。

「
刺
青
」
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
要
素
に
つ
い
て
は
、
博
士
論
文
第
一
章
第
十

六
，
吉
田
城
『
神
経
症
者
の
い
る
文
学
ー
バ
ル
ザ
ッ
ク
か
ら
ブ
ル
ー
ス
ト
ま
で
i
』
（
名
古
屋

大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
・
七
）
三
頁
。

五
　
「
イ
ツ
カ
バ
蛍
光
灯
ノ
明
り
ノ
下
二
妻
ノ
全
裸
体
ヲ
曝
シ
テ
見
タ
イ
ト
云
フ
欲
望
二
燃

エ
テ
ヰ
タ
ノ
ダ
ツ
タ
。
コ
ノ
・
ハ
蛍
光
ト
云
フ
モ
ノ
ノ
存
在
ヲ
知
ツ
タ
・
カ
ラ
ノ
妄
想
ダ
ツ

タ
ノ
ダ
。
…
…
…
…
…
…
ス
ベ
テ
ハ
予
期
ノ
如
ク
ニ
行
ツ
タ
。
僕
ハ
モ
ウ
一
度
彼
女
ノ
衣
類

ヲ
全
部
、
何
カ
ラ
何
マ
デ
彼
女
が
身
二
言
ツ
テ
ヰ
ル
モ
ノ
ヲ
悉
ク
剥
二
七
リ
、
素
ツ
悪
婆
シ

テ
仰
向
カ
セ
、
蛍
光
灯
ト
フ
ロ
ー
ア
ス
タ
ン
ド
ノ
白
日
ノ
下
二
横
タ
ヘ
タ
。
ソ
シ
テ
地
図
ヲ

調
べ
ル
ヤ
ウ
ニ
詳
細
二
彼
女
ヲ
調
べ
始
メ
タ
。
僕
ハ
先
ヅ
ソ
ノ
一
点
ノ
汚
レ
モ
ナ
イ
素
晴
ラ

シ
イ
裸
身
ヲ
眼
ノ
前
ニ
シ
タ
・
二
暫
ク
ハ
全
ク
度
ヲ
失
ツ
テ
呆
然
ト
サ
セ
ラ
レ
テ
イ
タ
。
」

七
　
「
私
は
彼
が
あ
ま
り
猛
烈
に
腋
の
下
を
吸
い
つ
づ
け
る
の
で
、
ハ
ツ
と
し
て
粘
る
一
瞬

間
意
識
を
回
復
し
た
時
が
あ
っ
た
。
一
彼
が
そ
の
動
作
に
熱
中
し
過
ぎ
て
掛
け
て
い
た
眼

鏡
を
落
と
し
た
の
が
、
わ
た
し
の
脇
腹
の
上
に
落
ち
て
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
の
で
、
途
端
に
私
は

眼
を
覚
ま
し
た
の
だ
っ
た
。
1
私
は
体
ぢ
ゆ
う
の
衣
類
を
全
部
キ
レ
イ
に
剥
ぎ
取
ら
れ
、

一
糸
も
纏
は
ぬ
姿
に
さ
れ
て
仰
向
け
に
臥
か
さ
れ
、
フ
ロ
ー
ア
ス
タ
ン
ド
と
、
枕
元
の
蛍
光

灯
の
ス
タ
ン
ド
と
が
青
白
い
圏
を
描
い
て
い
る
中
に
曝
さ
れ
て
い
た
。
一
（
中
略
）
i
半
醒
半

睡
の
状
態
に
入
っ
た
の
だ
。
」



三
～
七
・
十
）
に
も
見
え
る
。

彼
は
彼
の
女
の
肉
体
と
霊
魂
と
を
土
．
台
に
し
て
、
其
処
に
自
分
の
幻
覚
を
表
現
さ

せ
よ
う
と
努
め
て
居
る
。
つ
ま
り
、
彼
の
女
を
能
う
限
り
非
自
然
的
な
、
非
現
実

的
な
、
非
習
慣
的
な
、
若
し
く
は
演
劇
的
な
性
格
に
作
り
上
げ
る
事
が
、
差
し
あ

た
っ
て
の
彼
の
仕
事
な
の
で
あ
る
。

　
「
捨
て
ら
れ
る
迄
」
の
主
人
公
は
女
性
の
中
の
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
特
性
を
呼
び
起
こ
そ
う

と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
為
の
「
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
操
作
の
人
工
性
」
と
「
演
劇
的
特
質
」

は
ク
ラ
フ
ト
U
エ
ー
ビ
ン
グ
の
「
創
作
原
理
と
密
接
な
つ
な
が
り
」
が
あ
る
と
さ
れ
る

人
。　

主
人
公
が
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
を
通
し
て
幻
想
的
な
世
界
を
味
わ
う
場
面
は
「
白
昼
七
色
」

に
も
見
ら
れ
る
。
殺
人
願
望
の
虜
と
な
る
園
村
は
「
現
実
の
女
性
に
飽
き
足
ら
な
い
で

幻
像
を
恋
い
慕
う
人
間
」
と
し
て
描
写
さ
れ
る
。
演
劇
的
な
人
工
性
の
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
が

よ
く
う
か
が
え
る
作
品
は
、
「
日
本
に
於
け
る
ク
リ
ッ
プ
ン
事
件
」
（
「
文
芸
春
秋
」
（
一

九
二
七
・
一
）
で
あ
る
九
。
こ
の
作
の
主
人
公
と
「
鍵
」
の
教
授
の
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
に
共

通
す
る
戦
略
は
演
技
で
あ
る
。
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
は
相
手
の
奴
隷
に
な
る
の
で
は
な
く
、
そ

う
な
る
ふ
り
を
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
ポ
ラ
ロ
イ
ド
を
使
っ
て
教
授
は
妻
の
裸
体
の
各
部
分
を
詳
細
に
撮
る
。
教
授
が
そ
う

す
る
の
は
、
一
つ
は
、
「
女
体
ヲ
自
由
二
愈
愈
シ
テ
種
々
ナ
姿
態
ヲ
作
ツ
テ
」
み
る
こ
と

に
愉
悦
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
り
、
」
つ
は
、
自
分
が
ど
れ
く
ら
い
妻
の
体
を
見
た
が
っ

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
そ
れ
と
な
く
知
ら
せ
、
彼
女
が
「
何
処
マ
デ
シ
ラ
ヲ
切
ツ
テ

イ
ラ
レ
ル
カ
ヲ
試
シ
テ
ヤ
リ
タ
イ
」
か
ら
で
あ
る
。
妻
は
夫
の
日
記
帳
に
張
ら
れ
た
写

真
を
見
て
、
夫
が
写
真
を
撮
る
現
場
を
想
像
し
て
快
楽
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ
は
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
死
の
不
安
の
中
で
の
性

行
為
が
喜
び
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
を
述
べ
て
い
る
一
〇
。
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
は
「
〈
死
〉

を
聖
化
し
た
か
た
ち
で
置
い
て
そ
れ
を
象
徴
的
に
踏
み
こ
え
よ
う
と
す
る
よ
う
な
」
＝

行
為
と
し
て
存
在
す
る
。
こ
の
バ
タ
イ
ユ
の
考
え
を
応
用
す
る
と
、
教
授
の
欲
望
の
根

底
に
は
無
意
識
で
は
あ
れ
死
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
あ
る
と
考

え
る
こ
と
も
で
き
る
。
教
授
は
実
際
は
、
死
を
越
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
の
性
へ
の

欲
望
は
死
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
幻
想
的
な
欲
望
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
欲
望
は

他
者
（
妻
〉
と
の
関
係
か
ら
発
生
す
る
。
彼
は
「
自
分
と
他
者
と
の
間
の
相
克
的
な
欲

一61一

入
井
上
健
「
谷
崎
潤
一
郎
の
世
紀
末
」
、

閣
出
版
、
二
〇
〇
二
・
四
）
一
七
頁
。

松
村
昌
家
編
『
谷
崎
潤
一
郎
と
世
紀
末
』
（
思
文

九
「
つ
ま
り
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
は
、
実
際
に
女
の
奴
隷
に
な
る
の
で
な
く
、
そ
う
見
え
る
の
を
喜

ぶ
の
で
あ
る
。
見
え
る
以
上
に
、
ほ
ん
と
う
に
奴
隷
に
さ
れ
た
ら
ば
、
彼
等
は
迷
惑
す
る

の
で
あ
る
。
1
（
中
略
）
1
彼
等
は
彼
等
の
妻
や
情
婦
を
、
女
神
の
如
く
崇
拝
し
、
暴
君
の

如
く
仰
ぎ
見
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
そ
の
真
相
は
彼
等
の
特
殊
な
る
性
欲
に
愉
悦
を
与

る
↓
つ
の
人
形
、
一
つ
の
器
具
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
形
で
あ
り
器
具
で
あ
る
か
ら

し
て
、
飽
き
の
來
る
も
当
然
で
あ
り
、
よ
り
良
き
人
形
、
よ
り
良
き
器
具
に
出
遇
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
方
を
使
ひ
た
く
な
る
で
も
あ
ら
う
。
芝
居
や
狂
言
は
い
つ
も
同
じ
所
作
を

演
じ
た
の
で
は
面
白
く
な
い
。
」

一
〇
「
性
的
な
無
秩
序
に
結
び
つ
い
た
基
本
的
な
不
安
は
死
を
意
味
す
る
i
（
中
略
）
一
一

方
で
は
、
肉
の
痙
攣
の
刺
激
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
衰
弱
は
近
く
な
り
、
他
方
で
は
、
衰

弱
が
余
裕
さ
え
残
せ
ば
快
楽
を
助
長
す
る
。
死
の
不
安
は
必
ず
し
も
悦
楽
に
傾
く
わ
け
で
は

な
い
が
、
悦
楽
は
死
の
不
安
の
な
か
で
、
一
層
甚
だ
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
」
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

バ
タ
イ
ユ
『
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
』
（
二
選
龍
彦
訳
）
、
（
二
見
書
房
、
一
九
七
三
・
四
）
一
五

一
頁
。

一
竹
田
青
嗣
「
バ
タ
イ
ユ
の
〈
死
〉
の
乗
り
越
え
」
『
現
代
思
想
の
冒
険
』
（
毎
日
新
聞
社
、

一
九
八
五
・
四
）
二
一
四
頁
。



望
の
関
係
」
　
三
に
お
い
て
、
妻
の
官
能
的
な
体
に
耽
溺
す
る
。
永
井
荷
風
が
谷
崎
文

学
の
特
質
と
し
て
「
肉
体
的
恐
怖
か
ら
生
ず
る
神
秘
幽
玄
」
一
三
を
あ
げ
て
い
る
の
は

周
知
の
通
り
で
あ
る
。
谷
崎
初
期
作
品
に
対
す
る
荷
風
の
こ
の
評
言
は
ど
の
よ
う
に
解

釈
し
た
も
の
か
と
ま
ど
う
が
、
最
晩
年
の
作
品
に
先
鋭
的
に
あ
ら
わ
れ
た
谷
崎
の
特
質

に
着
目
し
、
バ
タ
イ
ユ
の
考
え
方
と
結
び
付
け
る
こ
と
で
少
し
わ
か
り
や
す
く
な
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
教
授
は
妻
と
の
肉
体
関
係
か
ら
死
と
い
う
不
安
を
感
じ
る
が
、
そ
の

世
界
の
中
で
官
能
的
な
快
楽
は
一
層
甚
だ
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と

死
の
恐
怖
を
関
連
づ
け
た
教
授
は
「
死
に
ま
で
至
る
生
の
称
揚
」
一
四
を
続
け
る
エ
ロ

テ
ィ
シ
ズ
ム
を
実
践
し
て
い
る
の
だ
と
い
え
よ
う
。

三
　
　
強
者
の
誕
生
に
よ
る
弱
者
の
死

　
谷
崎
の
作
品
の
中
で
死
を
扱
っ
た
作
品
は
あ
ま
り
な
い
。
そ
の
中
で
、
官
能
の
追
求

の
結
果
、
死
に
い
た
る
作
品
は
、
「
金
色
の
死
」
．
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
一
四
・
十

二
・
四
～
十
七
）
と
「
卍
」
（
「
改
造
」
一
九
二
八
・
三
～
一
九
二
九
・
四
、
六
～
十
、
十

二
～
一
九
三
〇
・
一
、
四
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
鍵
」
の
死
の
意
昧
ほ
そ
れ

ら
と
は
異
な
る
。
「
金
色
の
死
」
と
「
卍
」
は
自
殺
に
近
い
死
で
あ
る
が
、
「
鍵
」
は
、

女
性
の
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
が
引
き
起
こ
し
た
死
で
あ
る
。
ま
た
、
教
授
が
死
に
至
る
契
機
は

郁
子
の
強
者
と
し
て
の
誕
生
に
由
来
し
て
い
る
。

　
無
味
乾
燥
な
夫
婦
の
性
生
活
は
し
だ
い
に
積
極
的
に
な
る
が
、
そ
の
動
機
に
は
い
ろ

二
　
同
書
、
二
三
二
頁
。

一
三
永
井
荷
風
「
谷
崎
潤
｝
郎
氏
の
作
品
」
「
三
田
文
学
」
第
二
巻
第
十
一
号
、

四
・
十
こ
一
五
二
頁
。

西
　
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ

九
七
三
・
四
）
　
一
六
頁
。

（
明
治
四
十

『
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
』
（
智
慮
龍
彦
訳
）
、
（
二
見
書
房
、
一

い
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
代
表
的
な
の
は
木
村
と
い
う
人
物
の
出
現

で
あ
る
。
木
村
の
登
場
は
、
二
人
の
性
関
係
が
改
善
す
る
契
機
と
な
る
。
あ
る
夜
、
夫

婦
の
関
係
中
、
妻
は
「
木
村
サ
ン
木
村
サ
ン
」
と
訴
え
る
よ
う
な
、
叫
ぶ
よ
う
な
声
で

木
村
の
名
を
呼
ん
だ
。
教
授
は
そ
の
妻
の
声
を
聞
い
て
さ
ら
に
興
奮
す
る
。
妻
が
夫
と

の
関
係
中
に
木
村
の
名
を
呼
ぶ
理
由
は
、
「
コ
レ
モ
矢
張
ア
ナ
タ
ヲ
嫉
妬
サ
セ
テ
刺
激
ヲ

与
ヘ
ル
手
段
ナ
ノ
デ
ス
」
と
い
う
夫
に
対
す
る
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
伝
え
、
逆
説
的

に
、
「
私
ハ
ド
ン
ナ
場
合
デ
モ
常
二
夫
二
忠
質
ナ
ル
妻
デ
ア
ル
以
外
ノ
何
者
デ
モ
ア
リ
マ

セ
ン
」
と
い
う
意
味
を
表
す
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

　
教
授
は
、
妻
を
「
カ
ヤ
ウ
ニ
大
胆
ナ
、
積
極
的
ナ
女
性
二
変
ヘ
タ
ノ
ハ
」
木
村
で
あ

る
と
考
え
、
木
村
に
感
謝
す
る
。
教
授
は
十
年
の
間
妻
の
「
攻
撃
二
圧
倒
サ
レ
ツ
ヅ
ケ

テ
イ
タ
意
気
地
ナ
シ
ノ
夫
」
で
あ
っ
た
が
、
俄
か
に
木
村
の
登
場
に
よ
っ
て
、
「
不
思
議

ナ
ク
ラ
イ
旺
盛
ナ
欲
望
二
駆
ラ
レ
テ
」
い
る
。
今
ま
で
妻
か
ら
圧
倒
さ
れ
て
い
た
性
の

関
係
が
、
そ
れ
以
後
は
教
授
の
方
が
主
導
権
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、

性
に
つ
い
て
圧
倒
的
な
迫
力
を
も
っ
て
い
た
妻
は
、
受
け
身
に
な
っ
て
、
教
授
か
ら
激

し
い
刺
激
を
受
け
、
性
関
係
に
お
い
て
絶
頂
に
至
る
ま
で
に
な
る
。
教
授
は
木
村
に
よ

っ
て
妻
を
征
服
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
教
授
は
妻
を
征
服
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
倦
怠
期
を
過
ぎ
て
、
「
新
シ
イ
結
婚
ヲ
始
メ
ル
ノ
ト
同
ジ
ダ
」
と
考
え
た
。
教
授
は

こ
の
よ
う
な
幸
福
感
は
感
じ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
四
月
十
三
日
の
教
授
の
日
記
を
見
る
と
、
予
期
以
上
に
積
極
的
な
妻
の

一
面
を
発
見
し
て
驚
き
、
教
授
は
完
全
に
彼
女
に
対
し
て
受
け
身
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

一
五
。
妻
の
積
極
性
が
見
え
て
か
ら
、
教
授
は
↓
日
中
妻
と
の
セ
ッ
ク
ス
の
こ
と
ば
か
り

一
五
　
「
房
中
二
於
ケ
ル
彼
女
ノ
態
度
、
取
り
扱
ヒ
ブ
リ
、
ア
シ
ラ
ヒ
方
、
等
々
二
間
然
ス
ベ

キ
ト
コ
ロ
ハ
ナ
カ
ツ
タ
。
媚
ビ
ノ
呈
シ
方
、
陶
酔
ヘ
ノ
導
キ
方
、
　
々
ニ
エ
ク
ス
タ
シ
ー
へ

引
キ
上
ゲ
テ
行
ク
技
巧
ノ
階
段
、
ス
ベ
テ
ハ
彼
女
ガ
ソ
ノ
行
為
二
渾
身
ヲ
打
チ
込
ン
デ
イ
ル

証
拠
デ
ア
ツ
タ
。
」

一　62　一



考
え
て
い
る
＝
ハ
。
妻
は
自
分
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
夫
を
「
気
が
狂
う
ほ
ど
喜
悦
さ
せ

て
や
る
こ
と
に
も
興
味
」
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
妻
は
教
授
を
歓
喜
の
世
界
へ
連
れ

て
行
っ
て
や
る
こ
と
で
「
自
分
自
身
も
亡
い
つ
の
間
に
か
そ
の
世
界
へ
」
入
り
込
ん
で

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
性
の
主
導
権
を
も
つ
て
い
た
教
授
は
、
い
つ
の
間
に
か
そ
れ
を
妻
に
譲
り
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
妻
の
方
が
主
導
権
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
後
に
教
授

は
亡
く
な
る
の
で
あ
る
。
妻
の
主
導
的
な
立
場
が
誕
生
し
た
き
っ
か
け
は
や
は
り
木
村

と
の
密
接
な
身
体
の
接
触
に
よ
る
も
の
と
理
解
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
妻
は
教
授
の
教

育
と
木
村
の
登
場
に
よ
っ
て
、
強
者
と
し
て
誕
生
し
た
と
見
ら
れ
る
。

　
彼
女
は
今
ま
で
の
旧
式
の
道
徳
観
の
仮
面
を
捨
て
て
、
性
の
関
係
に
も
積
極
的
に
な

り
、
主
導
権
を
握
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
女
の
も
う
一
つ
の
計
画
は
、
教
授
を
早
く
死

に
至
ら
せ
る
た
め
に
、
自
分
自
身
は
病
気
に
も
か
か
っ
て
い
な
い
の
に
、
結
核
病
が
第

二
期
に
及
ん
で
い
る
と
書
い
た
。
こ
れ
は
全
部
、
郁
子
が
作
っ
た
虚
構
で
あ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
、
郁
子
は
夫
の
死
だ
け
を
考
え
、
さ
ら
に
、
そ
の
目
的
と
し
て
日
記
を
書

い
た
。
彼
女
は
結
局
、
教
授
を
「
息
ふ
暇
も
な
く
、
興
奮
さ
せ
、
そ
の
血
圧
を
絶
え
ず

上
之
さ
せ
る
こ
と
に
」
懸
命
し
た
。
妻
は
一
度
夫
が
発
作
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
手

を
緩
め
ず
に
、
彼
を
嫉
妬
さ
せ
る
べ
く
小
細
工
を
弄
し
つ
づ
け
た
」
の
で
あ
る
。
妻
の

体
質
に
は
淫
湯
の
血
が
流
れ
て
い
る
の
で
、
夫
の
死
を
計
画
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

強
者
と
し
て
誕
生
し
た
上
に
夫
を
死
に
致
ら
せ
る
決
心
を
し
た
の
で
あ
る
。
妻
も
自
分

自
身
は
、
「
本
來
は
恐
ろ
し
い
心
の
持
ち
主
だ
っ
た
」
が
、
封
建
的
な
女
性
と
し
て
見
え

た
の
は
、
家
の
環
境
の
せ
い
だ
と
言
っ
て
い
る
。

　
＝
ハ
　
「
（
夫
は
私
を
世
に
も
稀
な
る
淫
婦
で
あ
る
や
う
に
云
ふ
け
れ
ど
も
、
私
に
云
は
せ

れ
ば
、
夫
ぐ
ら
い
絶
え
ず
欲
望
に
絶
え
切
っ
て
い
る
男
は
い
な
い
。
朝
か
ら
晩
ま
で
、
ど
ん

な
時
で
も
夫
は
い
つ
も
あ
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
て
、
！
（
後
略
）
一
）

　
妻
は
本
来
悪
魔
的
な
女
性
だ
っ
た
が
、
時
代
や
家
の
環
境
で
受
動
的
な
立
場
を
と
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
木
村
と
教
授
に
よ
っ
て
性
に
目
覚
め
た
後
か
ら
は
、
そ
れ
を
全
部
投

げ
出
し
て
、
男
性
（
夫
）
を
征
服
す
る
。
さ
ら
に
彼
女
が
悪
魔
的
な
女
性
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
裏
付
け
る
の
は
、
自
身
は
亡
く
な
っ
た
夫
に
「
忠
実
を
尽
く
し
た
こ
と
に
な
る
」

と
、
「
夫
は
彼
の
希
望
通
り
の
幸
福
な
生
涯
を
送
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

そ
し
て
彼
女
は
強
者
と
し
て
出
現
し
て
か
ら
は
、
日
記
を
書
か
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
　
　
「
鍵
」
と
「
さ
か
し
ま
」
に
見
え
る
神
経
症

　
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
（
差
置
G
。
1
営
農
一
筆
誘
雲
霧
）
「
さ
か
し
ま
」
（
〉
幻
Φ
σ
o
ロ
冨
矯
一
八
八
四
）

の
主
人
公
デ
・
ゼ
ッ
サ
ン
ト
は
、
ボ
ー
（
臣
α
q
母
・
℃
o
①
）
や
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
（
0
7
9
。
に
雷

b。
m。

父
ｳ
訂
旨
①
）
の
デ
カ
ダ
ン
的
な
美
の
世
界
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
。
ポ
ー
の
詩
は
デ
・

ゼ
ッ
サ
ン
ト
の
神
経
を
刺
激
す
る
手
段
で
あ
り
、
「
人
工
の
樂
園
」
を
作
り
上
げ
た
と
き
、

彼
は
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
を
絵
の
額
の
裏
に
貼
っ
て
お
い
た
一
七
。
こ
の
よ
う
な
デ
・
ゼ

ッ
サ
ン
ト
の
行
為
は
神
経
症
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
快
楽
の
神
経
症
と
い
う
現
象
が
谷
崎
の
作
品
「
鍵
」
に
も
現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
注
目
し
た
い
。
以
下
、
両
作
品
に
現
れ
て
い
る
人
物
の
神
経
症
の
類
似
点
と
差
異
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
デ
・
ゼ
ッ
サ
ン
ト
は
最
初
か
ら
典
型
的
な
神
経
症
者
と
し
て
登
場
し
、
精
神
の
傾
向

が
倒
錯
的
で
、
快
樂
を
追
求
し
な
が
ら
、
「
異
常
な
愛
、
変
っ
た
快
樂
』
に
心
酔
し
て
い

［
七
　
「
こ
の
男
の
肖
像
に
は
、
衰
弱
化
し
た
体
質
の
欠
陥
と
、
血
液
中
に
お
け
る
淋
巴
腺
の

優
勢
と
が
、
す
で
に
覆
い
が
た
く
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
古
い
家
系
の
頽
廃
は
、
疑
い
も

な
く
、
着
々
と
そ
の
経
過
を
た
ど
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
一
（
中
略
）
ー
デ
・
ゼ
ッ
サ
ン
ト

家
の
人
々
は
、
二
百
年
の
あ
い
だ
、
彼
ら
の
余
力
を
近
親
交
配
に
集
中
し
、
自
分
た
ち
の
子

供
同
士
を
互
い
に
結
婚
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
『
渋
澤
龍
彦
訳
全
集
昌
（
河
出
書
房
新
社
、

一
九
九
七
・
五
・
十
二
）
九
～
十
頁
。
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く
。
そ
の
結
果
、
彼
は
神
経
症
の
治
療
の
た
め
に
パ
リ
を
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
で
隠
遁

生
活
を
送
る
こ
と
と
な
る
。
彼
の
隠
遁
生
活
は
、
洗
練
さ
れ
た
不
思
議
な
生
活
で
あ
る
。

そ
の
日
常
生
活
を
支
配
す
る
の
は
彼
の
神
経
症
で
あ
る
。
モ
ロ
ー
や
ル
ド
ン
の
絵
画
に

対
す
る
趣
味
、
珍
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
頽
廃
期
ラ
テ
ン
文
学
や
フ
ラ
ン
ス
象
徴
派
へ

の
傾
倒
、
リ
キ
ュ
ー
ル
や
香
水
で
演
出
さ
れ
た
生
活
、
つ
ま
り
「
完
全
脱
俗
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
的
な
性
向
が
デ
・
ゼ
ッ
サ
ン
ト
の
神
経
症
で
あ
る
一
八
。
デ
・
ゼ
ッ
サ
ン
ト
は
自
分

ひ
と
り
で
過
去
の
快
楽
の
生
活
に
ふ
け
る
が
、
「
鍵
」
の
教
授
は
、
他
の
人
物
を
介
入
さ

せ
て
、
人
間
関
係
か
ら
発
生
す
る
嫉
妬
心
か
ら
変
態
的
に
快
楽
を
引
き
出
す
。

　
教
授
は
「
身
心
二
或
ル
種
ノ
異
状
ヲ
來
タ
シ
ツ
ツ
ア
ル
」
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
そ

れ
は
「
大
シ
タ
「
デ
モ
ナ
イ
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
ニ
音
画
ナ
イ
」
と
思
っ
て
い
た
。
妻
を
征
服

す
る
た
め
に
、
博
士
と
相
談
し
て
「
月
二
一
回
男
性
ホ
ル
モ
ン
ノ
デ
ポ
」
を
使
用
し
た

が
、
そ
れ
で
は
足
り
な
い
と
思
い
、
「
脳
下
唾
体
前
葉
ホ
ル
モ
ン
ノ
五
百
単
位
ヲ
三
日
力

四
日
オ
キ
ニ
注
射
」
し
て
い
た
。
教
授
は
、
性
に
対
し
て
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
か
か
っ
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
。
教
授
の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
促
進
剤
は
、
嫉
妬
か
ら
発
生
す
る
激
し
い

情
熱
、
妻
の
裸
体
を
み
る
こ
と
に
よ
る
、
も
え
さ
か
る
性
の
衝
動
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
．
る
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
教
授
は
狂
気
に
導
か
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
狂

気
に
よ
っ
て
、
教
授
は
「
法
悦
境
二
浸
リ
ツ
ツ
ア
」
り
な
が
ら
も
、
体
は
衰
え
、
視
覚
．

に
異
状
が
起
こ
り
、
事
物
が
二
重
に
見
え
る
。

　
デ
・
ゼ
ッ
サ
ン
ト
の
神
経
症
は
、
教
授
と
多
少
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
教
授
の
神

経
症
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
で
は
な
く
、
夫
婦
の
性
関
係
か
ら
発
生
す
る
後
天
的
な

も
の
で
あ
る
。
デ
・
ゼ
ッ
サ
ン
ト
の
場
合
は
家
系
か
ら
そ
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
デ
・

ゼ
ッ
サ
ン
ト
の
母
親
も
、
「
光
や
物
音
に
対
し
て
も
必
ず
神
経
症
の
発
作
を
起
さ
ず
に
」

天
吉
田
城
『
神
経
症
者
の
い
る
文
学
ー
バ
ル
ザ
ッ
ク
か
ら
ブ
ル
ー
ス
ト
ま
で
i
』

屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
・
七
）
一
四
三
頁
。

（
名
古

い
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
の
た
め
に
、
母
親
は
早
く
亡
く
な
り
、
父
の
死

後
、
デ
・
ゼ
ッ
サ
ン
ト
は
相
続
し
た
財
産
で
裕
福
な
生
活
を
送
る
。
彼
は
貧
血
、
神
経

症
さ
ら
に
、
頚
部
リ
ン
パ
節
結
核
を
患
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
摂
生

と
治
療
に
励
み
、
「
洗
練
さ
れ
た
隠
遁
の
地
、
心
地
よ
き
無
人
の
境
、
人
間
的
愚
か
し
さ

の
絶
え
ざ
る
氾
濫
を
遠
く
逃
れ
た
、
び
く
と
も
動
か
ぬ
、
な
ま
ぬ
る
い
箱
船
を
夢
み
つ

つ
」
あ
っ
た
。
彼
は
情
熱
的
な
女
だ
け
に
興
味
を
も
ち
、
気
ま
ぐ
れ
な
男
の
情
欲
を
も

っ
て
、
「
肉
の
饗
宴
を
追
い
求
め
」
る
が
、
そ
の
情
熱
は
す
ぐ
消
え
失
せ
、
倦
怠
を
感
じ

る
と
情
婦
に
は
け
ぐ
ち
を
求
め
、
そ
の
結
果
、
体
は
ひ
ど
く
衰
弱
し
、
神
経
系
統
は
異

常
に
鋭
敏
に
な
る
。
彼
は
人
工
的
な
荒
園
を
作
り
、
デ
カ
タ
ン
的
な
生
活
を
送
る
が
、

そ
の
た
め
に
以
前
に
増
し
て
神
経
過
敏
に
な
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
。
「
鍵
」
の
教
授

に
と
っ
て
人
工
的
な
樂
園
と
は
日
記
と
い
う
空
間
で
あ
る
。
デ
・
ゼ
ッ
サ
ン
ト
は
隠
遁

の
生
活
の
中
で
人
工
的
な
天
国
を
発
見
し
た
。

　
デ
・
ゼ
ッ
サ
ン
ト
の
神
経
症
の
も
う
一
つ
の
特
異
点
は
、
悪
魔
的
な
頽
廃
に
よ
っ
て

友
人
や
少
年
を
堕
落
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
快
楽
を
感
じ
と
る
こ
と
で
．
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

異
常
な
現
象
を
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
は
「
神
経
症
の
な
せ
る
業
」
　
一
九
だ
と
考
え
て
い
た
。

同
様
の
傾
向
は
教
授
に
も
見
ら
れ
る
。
教
授
は
妻
を
堕
落
さ
せ
て
、
性
の
快
楽
を
味
わ

い
、
妻
も
そ
の
堕
落
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
。
と
こ
ろ
が
、
デ
・
ゼ
ッ
サ
ン
ト
の
意
図

と
同
じ
よ
う
に
完
全
に
堕
落
さ
せ
ら
れ
な
い
。

二
作
の
主
人
公
は
、
神
経
症
に
よ
る
男
性
の
堕
落
、
淫
蕩
で
悪
魔
的
な
要
素
を
持
つ
と

い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
谷
崎
が
描
く
神
経
症
は
、
結
局
女
か
ら
征
服
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
官
能
の
世
界
を
追
求
す
る
「
鍵
」
の
教
授
の
神
経
症
と
神
経
症
が
文
学
に
影

響
を
与
え
る
と
考
え
て
い
る
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
の
作
品
で
あ
る
「
さ
か
し
ま
」
の
デ
・
ゼ

ッ
サ
ン
ト
に
は
類
似
点
が
窺
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
神
経
症
で
死
に
至
る
教
授
と
、
治
療

一
九
同
書
、
　
一
五
〇
頁
。
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の
た
め
に
田
舎
か
ら
パ
リ
に
戻
っ
て
い
く
デ
・
ゼ
ッ
サ
ン
ト
と
は
多
少
差
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　
デ
・
ゼ
ッ
サ
ン
ト
の
神
経
症
は
家
系
や
環
境
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
谷
崎
の
場
合
は
男
性
の
神
経
症
に
よ
る
女
性
の
勝
利
、
つ
ま
り
男
性
を
征
服
す
る

強
者
の
誕
生
を
試
み
た
こ
と
に
二
人
の
神
経
症
の
差
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

結
論

　
昭
和
期
の
谷
崎
の
「
鍵
」
は
、
中
年
の
性
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
「
強
者
と
し
て
の
」

美
意
識
を
描
い
て
い
る
。
衰
え
ゆ
く
性
を
回
復
さ
せ
た
い
と
願
う
「
鍵
」
の
主
人
公
の

た
め
に
、
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
で
あ
っ
た
妻
は
サ
デ
ィ
ス
ト
に
変
貌
し
、
不
能
の
教
授
を
励
ま

し
て
、
夫
婦
も
ろ
と
も
性
の
深
淵
に
沈
む
。
妻
は
最
初
自
分
の
豊
満
な
肉
体
の
内
に
眠

っ
て
い
る
淫
婦
性
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
。
主
人
公
の
大
学
教
授
は
妻
に
性
の
喜
び

を
与
え
る
た
め
、
未
開
発
の
肉
体
を
掘
り
起
こ
す
。
こ
の
よ
う
に
、
男
性
に
よ
っ
て
女

性
の
肉
体
は
開
発
さ
れ
る
。
そ
し
て
教
授
は
開
発
さ
れ
た
妻
の
肉
体
の
魅
力
に
溺
れ
こ

み
、
妻
の
肉
体
の
上
で
二
度
目
の
卒
中
を
起
こ
し
て
死
ぬ
。
こ
こ
に
お
い
て
、
エ
ロ
テ

ィ
シ
ズ
ム
の
果
て
は
死
と
な
り
、
そ
の
死
へ
の
案
内
役
を
女
性
が
担
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
谷
崎
の
男
性
主
人
公
た
ち
は
、
明
治
か
ら
昭
和
ま
で
役
割
が
変
わ
ら

ず
、
女
性
が
意
識
し
て
い
な
い
「
悪
」
を
、
身
体
を
通
し
て
認
識
さ
せ
、
悪
魔
的
な
女

性
に
変
化
し
た
女
性
の
前
で
脆
く
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
す
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和

期
の
谷
崎
は
中
年
の
性
の
描
写
に
よ
っ
て
、
「
強
者
と
し
て
」
の
美
意
識
を
具
現
化
し
た

こ
と
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
、
「
鍵
」
は
男
性
の
教
育
に
よ
る
女
性
サ
デ
ィ
ス
ト
へ
の
変

貌
と
い
う
点
で
は
初
期
作
品
と
似
て
い
る
が
、
バ
タ
イ
ユ
を
想
起
さ
せ
る
性
と
死
の
関

連
は
新
し
い
構
図
で
あ
る
。
結
局
、
谷
崎
の
登
場
人
物
は
、
限
り
あ
る
人
生
に
お
い
て

「
享
楽
」
を
重
視
し
、
そ
れ
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
で
、
死
を
忘
れ
、
人
生
の
果
か
な

さ
を
忘
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
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